
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （中学校用）】

都道府県名 鳥 取 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 鳥取市立北中学校

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 ５ ５ ４ １ １５
３０

生徒数 １８８ １８８ １４８ １ ５２５

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

生徒一人ひとりへの確かな学力向上を図る教育の創造
～ ～教育課程と指導方法の工夫改善を通して

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

全学年 主に数学、英語を中心とした全教科
（少人数授業等の効果的な指導方法を継続的に研究しているため。
また、教育課程と指導方法の工夫改善を通してのアプローチのため
他教科や選択授業等も含めた実践研究とするため）

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ
平 「生徒一人ひとりの確かな学力向上を図る教育の創造」
成 ～ 教育課程と指導方法の工夫改善を通して ～
14
年 ○ 仮説
度 （１）学力向上のための直接的アプローチ

ア、生徒に付けさせたい各教科の学力（基礎的な力・発展的な力）を具体
的に規定し、生徒の実態に応じて、教科の指導内容の質的向上につい
て研究し、教材開発に努めれば学力が向上するであろう。

イ、諸検査やテスト等を利用して客観的に生徒の能力や資質、特性を分析
し、生徒個々に応じた目標設定や指導方法を工夫改善し、効果的な指
導を行えば学力が向上するであろう。

ウ、到達させたい学力に基づいた評価方法を研究することで、生徒へのフ
ィードバックはもちろん教科指導法や内容の改善を図っていけば学力
は向上するであろう。

（２）学力向上のための環境的アプローチ
ア、校区３小学校との連携を有機的に行う。その際、情報交換や指導法の

研究連携にとどまらず教科の学習内容や到達目標等の具体的な研究連
携をしていけば学力が向上するであろう。

イ、学習する場の基本となる学級集団や学年集団の雰囲気や文化（規律・
秩序等）は、個々の生徒の学力定着や向上に影響を及ぼす。したがっ
て、学級経営や人間関係づくりの在り方を研究していけば、より効果
的に学力が向上するであろう。

ウ、生徒の家庭学習をはじめ生活習慣や食生活など家庭生活が学力向上に
影響を与えているであろう。したがって、家庭や保護者と連携を図っ
ていくことで学力が向上するであろう。

○研究内容・方法



（１）教科における学力規定と教材開発
ア、生徒に習得させたい各教科の学力の規定

教科でねらう学力は？＝評価計画＝テスト問題への具現化
（教科会での検討、分析）

イ、教材開発に努め、教科の指導内容の質的向上を図る
（２）指導方法、指導体制の工夫改善
ア、英語・数学における少人数授業の指導法の工夫

・１クラス２コース制と２クラス３コース制
・コース毎の目標設定と指導内容

イ、選択教科における補充と発展的学習の在り方
・学力向上につながる補充的学習内容の工夫
・学習意欲を喚起し発展的な学習の工夫

ウ、校種間の連携と授業交流
・校区の小学校に出向いての出張授業（英語、数学、音楽）
・小学校との授業研究会
・近隣の高等学校での授業体験（数学）
・大学からの出前授業（理科）

エ、教職員の先進校視察
・数学、英語、総合、道徳、評価分析関係等

オ、校内研究授業
（３）生徒の実態分析と評価について
ア、諸検査を通しての生徒分析と職員研修

・標準学力検査、知能検査、学習適応検査より
イ、教科における絶対評価方法の工夫

平成１５年度

○テーマ
「生徒一人ひとりの確かな学力向上を図る教育の創造」
～ ～教育課程と指導方法の工夫改善を通して

１，指導の充実をはかり基礎・基本や自ら学び考える力をつける
◎少人数指導の充実

・２年生と３年生（数学・英語科）
昨年度より、数学科および、英語科については少人数授業の実践を積み重ねている。基
礎的・基本的な事項の習得をその学習の中心に据えながら、発展的な学習・補充的な学
習にも積極的に取り組んでいる。
◎Ｔ・Ｔ授業の実践

・１年生と３年生（国語）
表現力を高める指導に焦点を当てた研究に全教科で取り組んでいる。この研究において
は、校区小学校とも連携しての取り組みとなっている。特に国語科においては、Ｔ・Ｔ

、 、を取り入れての授業を実践し 表現力を高めるための個別指導の徹底を図っているほか
パネルディスカッション等に取り組むなど指導の工夫にも取り組んでいる。

国語 数学 英語
学習形態 実施方法 学習形態 実施方法 学習形態 実施方法

Ｔ・Ｔ 通年・全クラ 一斉授業 一斉授業１年
ス週１時間（ ）５クラス

一斉授業 等質 通年・１クラス 等質 通年・１クラスを２ 年
少人数 を２コース 少人数 ２コース（ ）５クラス

Ｔ・Ｔ 通年・全クラ 等質 通年・２クラス 習熟度別 通年・２クラスを３年
ス週２時間 少人数 を３コース 少人数 ３コース（ ）４クラス

※習熟度別編成は、生徒の希望をもとに、教科担任が調整及びクラス編成を行う。

２，補充・発展的な学習で、一人ひとりの個性等に応じて子どもの力をより伸ばす
◎３年生・総合ゼミナールの実施
選択授業の発展的コースと関連させての実施。

生徒自ら進んで課題を発見し、それを追求しようとする生徒の育成のための総合の時間と
位置づける。そのため、教育課程を柔軟に編成することによって、ゆとりを持って生徒が
活動でき、また課題を追求できる時間と場所を確保する。



その一つの方法として、北中校区の近隣の施設（県立博物館・図書館・公文書館・歴史博
物館・わらべ館・県民文化会館・いなば万葉歴史館等）を積極的且つ、有効に活用し、生
徒の学びの場を広げていく。また、外部講師の方にも協力をしていただき、生徒の学びに
対する関心・意欲を高めると共に、より専門性・質の高い授業を推進する。これらの取り
組みによって。少しずつではあるが、生徒の創造性、自主性、発展性の伸長を図る。
また、本年度は、昨年度より実施している、高校・大学との連携も継続・発展させ、夢

を育む教育を展開する。
（実施）Ｈ１５

（県立図書館・いなば万葉歴史館）の活用・３年生選択社会における、校外施設
・外部講師による授業

（いなば万葉歴史館）の活用・３年生選択国語における、校外施設
◎３年生・パワーアップタイムの実践
・学力実態を考慮した、全校体制で習熟度別『パワーアップタイム（学力補充・発展
的な学習 』の実践（全３年生対象で実施）を行った。本年度、後期途中より実施）
をしている。
この取り組みは、前期に実施された「基礎学力の定着が図られていない生徒 ・ 学」「
習の方法がわからない生徒 ・ 学習意欲の向上をさらに望む生徒 （希望者）を対」「 」
象に、週に１度放課後を利用して実施されていた『質問教室』を発展させた学力補
充及び発展的な学習の機会を増やす取り組みとして行っている。

５教科の補充・発展的な学習及び実力養成。習熟度別クラスにより、パワーアップタイムの
その指導内容・指導方法を工夫し、生徒の学習意欲の高揚をはかる趣旨
とともに、実践的な力をつけさせる。本年度は、３年生を対象に実践を
する。

（ ）実 施 時 間 月曜日・水曜日の放課後（ゆとり）の時間 ５０分間 後期より

３年１・２組 ３年３・４組
A日程 数学・習熟度別５コース 英語・習熟度別５コース
Ｂ日程 英語・習熟度別５コース 数学・習熟度別５コース
Ｃ日程 社会・習熟度別５コース 理科・習熟度別５コース
Ｄ日程 理科・習熟度別５コース 社会・習熟度別５コース
Ｅ日程 国語・習熟度別５コース 数学・習熟度別５コース

３，学ぶ習慣の定着化
・学習習慣の定着を図る、学校全体での取り組み
学習時間記録カードの活用

※毎日の家庭学習時間の記録→学級・班ごとの学習時間積算方式による取り組み→保
護者の協力

※生徒の委員会活動との連動、仲間づくりと関連させて楽しく実践する工夫
【家庭学習時間調査】
○全校の取り組みとして、生徒一人一人の家庭学習時間を個人家庭学習時間記録カードに
記入することとした。生徒会活動（学習委員会）の一環として取り組み、学年ごとの目
標時間達成に向けて、学級・学級の生活班・個人ごとに楽しく取り組んだ。毎月の目標
学習総時間（１・２年生 ６０時間 （３年生 １００時間）を設定し、目標達成に）
向けての取り組みを実施した。

４，評価方法の工夫と改善
・教科会の充実を図ることにより、教科ごとの話し合いを持ちやすくし、指導と評価
の一体化を意識した指導方法の工夫改善を行った （数学・英語は時間割内に位置。
づけ）

・評価規準表の作成・活用を行ない、指導と評価の一体化に努めた。
・評価の観点を保護者・生徒に示すと共に、テスト作りに反映した。
・評価規準表の作成活用を行ない、指導と評価の一体化に努めた。
※生徒・保護者への公開資料・・・各教科年間学習計画・各教科評価の観点・評価
の観点を保護者・生徒に示すと共に、テスト作りに反映した。

・授業研究会の開催方法を工夫し、職員の研修の場を増やした。
※年間２０回の授業研究会において、表現力を高める指導の工夫に関する研究を深
めた。

・各教科ごとの評価に対する取り組み
①【基礎・基本と発展の区別】
各教科ごとに基礎・基本と発展のとらえ方を明確にするとともに、指導に向けて
の共通理解を図る。



②【基礎学力定着の手だて】
指導と評価の一体化を図るために、その基礎となる学力定着のための、具体的な
手だてを工夫し、実践化を図る。

③【観点別評価について】
各観点別に以下の点についてその指針を明確にする
ア、観点別評価規準をもとに、評価基準表の作成を行い、指導に生かす。
、 、 。イ 評価における数値化を明確にし 評価における信頼性・透明性の向上を図る

ウ、学習成績に結びつく評価総括表を作成し、評価基準をより明確にする。
③【年間指導計画】
指導と評価の一体化を意識するための観点別評価規準を入れた年間指導計画を作
成した。

④【振り返り】
夏期休業中及び前期終了後には、各教科ごとに年間指導計画・評価基準等の見直
しを図り、評価におけるより一層の工夫と改善に努めた。

５，校種間の連携と授業交流
【小学校との連携】
○校区３小学校との授業研究会の他、中学校の教員が小学校へ出かけて行う『出前授業』
を８回開催することができた。
・小学校と連携して、９年間を見通した学習規律規準表の作成を行った。
・小・中連携しての表現力を高める指導の工夫
・校区の小学校に出向いての出張授業（英語、数学、音楽）
・小学校との授業研究会
・近隣の高等学校での授業体験（数学）
・大学へ出かけての授業（受講・実験 （理科））

【高校との連携】
・３年生希望者による、鳥取西高校での高校教諭による授業体験
（Ｈ１５ ３クラスの実施）

○本校３年生が、校区にある鳥取西高等学校（普通科）へでかけて、高校の先生による数
学の授業体験を経験することができた。約２５名の３年生（３グループ）が、３回に
分かれそれぞれ１時間ずつ授業を受けることができた。

【大学との連携】
・３年選択理科における、鳥取大学（教授３名の講座）での体験授業。
（Ｈ１５ 年間６回 計１２時間）

・３年生選択理科希望者による、夏休み中の実験実習及び研究のまとめ
（Ｈ１５ ３日間 １７時間）

○鳥取大学との連携講座を年間６回（１２時間）開催した。昨年度は、大学の教授・助教
授に中学校へ来ていただく形態での授業実践であったが、本年度は中学生が実際に大学

。 、 、 、へ出かけて授業を受けることができた なお 講義の他に 夏季休業中３日間にわたり
大学の施設を利用し、大学教授・大学院生（計１２名）の援助のもと、実験・実習を行
った。さらに、事後には実験グループごとにプレゼンテーションを作成し、学習発表に
おいて、研究の成果を発表することができた。

平 ○テーマ
成 「生徒一人ひとりの確かな学力向上を図る教育の創造」

～ 教育課程と指導方法の工夫改善を通して ～16
年 ○仮説
度 平成１５年度と同様の仮説設定で継続研究

○研究内容・方法
・個に応じた目標設定や指導内容、指導方法の確立
・学力向上にむけた取り組みのまとめ
その他前年度の課題への取り組み

【研究の明確化を図る】
学力向上のキーワード
１，基礎・基本の定着と発展的な学習
２，学習規律の確立（学校）と家庭学習の習慣化（家庭）
３，職員研修（研究授業・指導と評価の一体化）
４，校種間連携
５ 『心をはぐくむ』教育活動，



( ) 研究推進体制3

○学力向上フロンティア事業が、全職員の課題としてとらえられ、かつ決定事項が
スピーディーに実践できるよう、各主任の役割を明確化させた。また、各委員会
の連携をとりやすいよう、定期的な委員会活動の企画、評価（数値目標の設定を
含む）を実践した。
○評価委員会を主に年度当初に集中して開催することができた。また、来年度に向
けて、本年度末に評価委員会を実施することとした。

、 、 、○前期 各教科主任が 自ら授業者となった教科研究授業・研究会を開催するなど
教科主任を、指導と評価の研究推進者と位置づけた。
○校区４小中学校の研究主任会を定期的に開催することにより、学力向上に関する
情報交換を密に行うなど、小中連携の充実を図った。

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果
【成果】

○各教科主任の研究に対する前向きな姿勢が、全職員の中に浸透してきており、職員一人
、 。一人が課題意識を持って教材研究等を行ったり 授業参観をお互いにする機会が増えた

そのことによって、生徒一人一人の指導にも細かな配慮がされた授業展開が意識される
ようになった。少人数指導及びＴ・Ｔによる学習指導においても、教師同士の研修の機
会が増え、そのことが指導力向上につながっている。

○各教科ごとに、基礎学力の向上に向けての具体的な取り組みを検討できたことは意義深
かった。また、途中経過時点での検討・反省が行われ、より効率的に学力向上を図る指
導の工夫改善が行われた。

○授業研究会を年間２０回企画・実施することができた。また、それぞれの授業研究会を
、 、 、受けて 教科ごとの研究会を開催し その話し合い事項を全職員に還元することができ

職員研修・授業研究の推進に役立った。
○家庭学習時間を増やす取り組みを継続していく中で、生徒一人一人の家庭学習充実に向
けての恒常的な意識の高揚が見られた。また、個人ごとの家庭学習時間の増加がはかれ
た。

○放課後の『質問教室』の開催によって、課題意識を持って学習に取り組む生徒が増え、
質問教室を学年全体の習熟度別『パワーアップタイム』の取り組みへと広げることがで
きた。このことにより、昼休憩時間等にも積極的に学び合い・教え合う生徒が学年全体
に増えてきた。そして、学習に前向きに取り組む雰囲気が広がってきた （３年生）。

○評価規準を明確にし、実際の試験問題にも反映させたことから指導と評価の一体化が推
進できた。

○『年間の学習計画』及び『各教科の評価の観点』を生徒・保護者に示すことを通して、
各教科の意図するところを生徒・保護者に理解してもらいやすくなり、課題の提出・教
材の準備等の状況が向上した。

○小学校との連携によって、学習規律を始めとする、基本的な学びの基礎作りの共通理解

（研究推進委員会構成メンバー）
校長・教頭・教務主任・研究主任・
同和教育主任・特活主任・道徳主任
・生徒会部主任

研究推進委員会

（研究組織Ａ） （研究職員会 ）

（学年主任会 ）
（人権 ・同和教育 委員会 ）

（特活委 員会 ）
（道徳部会 ）（生徒会 部 ）

○生徒
○教育文化会 ・

保護者
（ＰＴＡ）

○学校評議委員
○地域の方々の

願い・思い

教科主任会
教科会

研究
組織

各部・委員会の活性 化・連携が重 要

教科主任がリーダーシップを
とれる体制が重要

（評価委 員会 ）



・共通実践がはかれた。
○本校３年生が、校区にある鳥取西高等学校（普通科）へでかけて、高校の先生による数
学の授業体験を経験することができた。約２５名の３年生（３グループ）が、３回に
分かれそれぞれ１時間ずつ授業を受けることができた。高校での数学授業を体験するこ
とにより、進路選択に対する意識の高揚が図られると共に、中学校での数学授業の基礎
・基本の重要さを再認識したようであった。また、毎年のこの事業を通して、中学・高
校の数学科の連携が深まってきている。

、 、○鳥取大学との連携講座の実践を通して 理科に関心のある生徒が高い学習意欲を持って
より一層専門的な分野の学習に取り組んでいた。なお、学習発表会において、全校生徒
の前で見事な研究の成果を発表することができた。

２．今後の課題
【課題】
※より質の高い、効率的な職員研修会の実施について、その企画・運営を明確にするこ
と。

※職員一人一人がより高い研修意識・向上意識を持った研究・研修となるような、個人
研究・個人研修の方法の工夫を図ること。

※少人数指導における、基礎的・基本的な学習と発展的な学習への取り組みの一層の工
夫を図ること。

※以下の、本校研究の各項目内容について、さらに整理・統合すること。
来年度に向けたキーワード（整理事項）
１，基礎・基本の定着と発展的な学習
２，学習規律の確立（学校）と家庭学習の習慣化（家庭）
３，職員研修（研究授業・指導と評価の一体化）
４，校種間連携
５ 『心をはぐくむ』教育活動，
※５の『心をはぐくむ』教育活動については 『真の学力向上』を目指す本校が、、
本年度大切にしてきたことである 『心で聴く話』の実践などを行っているが、。
詳細は割愛する。

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

＊ 生徒の学習状況の変容を捉えるために、定期的に行っている各種調査などに
ついて、調査の目的、実施内容、時期等を記すこと。

※鳥取県基礎学力調査結果を基にした分析
基礎学力の学校全体としての傾向・アンケート結果による本校生徒の特徴把
握などを行い、学校全体として指導の方向性を話し合い、指導方法の工夫改
善を図った。

※知能検査 ・・・・ １年生 平成１５年４月実施
※学習適応検査 ・・・・ 全学年 平成１５年４月実施
※道徳性検査 ・・・・ 全学年 平成１５年４月実施
※標準学力検査（ＮＲＴ ・・・２・３年生 平成１５年３月実施）

１年生 平成１５年４月実施
※校内独自の実力テスト ・・・ ３年生 年間５回実施

１・２年生 年回２回実施
※基礎学力調査 ・・・・・・・２年生 平成１６年１月１４日実施

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及
（本年度の公開）
１，平成１５年５月 ：北中校区小中合同研修会の開催

本校研究の紹介
２，平成１５年６月 ：公開授業研究会

校区小学校教員参加
３，平成１５年１０月：公開授業

全保護者及び校区小学校教員
４，平成１５年１２月：愛媛県教育研究会（１５名）のメンバーへの研究実践発表及び、

資料提供。
５，平成１５年１２月：公開授業

全保護者及び校区小学校教員
６，保護者への説明会

３月に、来年度入学する保護者・在校生保護者への説明会を行い、本校のフロンティ
ア事業についても理解を深める場とする。



（今後の予定）
ア、本年度中に、北中学校ホームページの開設

学力向上フロンティア事業の説明と本校研究成果のホームページでの公開
イ 平成１６年１１月開催学習発表会においての、本校学力向上フロンティア事業の取,

り組みの紹介
ウ、研究の歩みのとりまとめと、資料配付

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級
７～９学級 １０～１２学級
１３～１５学級 １６学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
その他

【研究教科】 国語 社会 数学 理科
外国語 音楽 美術 技術・家庭
保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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